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．
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と
あ
り
、
人
智
の
及
ば
ぬ
事
に
対
し
て
、
神
な
い
し
仏
の
意
を
求
め
る
こ
と
を
指
す
。
古
く
は
脱
神
探
泌
も
神
意
を
知
る
術
と
し
て

存
在
し
て
い
た
。
文
化
成
立
後
、
様
々
な
形
で
仏
意
、
神
意
を
知
る
術
が
あ
っ
た
が
、
そ
の
一
つ
が
銭
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
な
か

で
も
我
々
が
現
在
各
地
で
目
に
す
る
「
お
み
く
じ
」
は
最
も
身
近
に
仏
愈
・
神
意
を
知
る
こ
と
の
で
き
る
も
の
と
言
え
よ
う
。
雌
近

声

。

Ⅱ

８

，

錐
者
は
か
つ
て
一
常
在
寺
蔵
法
華
経
御
圃
霊
感
嬢
黄
「
法
蕪
経
御
磯
に
間
す
る
一
考
察
ｌ
新
出
史
料
『
法
華
宗
御
圃
繪
紗
』
を
手

（
２
）

が
か
り
に
ｌ
」
等
で
法
華
御
蕊
に
つ
い
て
考
察
を
行
っ
て
き
た
。
そ
れ
ら
の
成
果
の
巾
で
、
法
鞭
御
鐡
の
成
立
と
展
開
に
つ
い
て
、

法
雌
宗
が
関
わ
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
と
い
う
仮
説
を
提
唱
し
て
い
た
。
本
稿
で
は
「
元
・
・
天
師
御
銭
」
と
の
関
連
も
含
め
て
、

法
稚
御
蕊
の
成
立
と
展
側
に
つ
い
て
、
機
理
を
試
み
た
。

そ
も
そ
も
、
磯
と
は
何
か
．
「
広
辞
苑
』
に
よ
れ
ば

古
く
、
神
愈
を
う
ら
な
う
方
法
の
一
つ
。
の
ち
、
容
易
に
決
し
が
た
い
耶
柄
の
決
定
に
川
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
紙
片
・

竹
片
・
こ
よ
り
な
ど
に
文
句
ま
た
は
符
号
を
記
し
て
お
き
、
そ
の
一
つ
を
ぬ
き
と
ら
せ
、
吉
側
・
勝
敗
・
等
級
な
ど
を
決
定
す

る1

法
華
御
菱
の
成
立
と
展
開
（
芹
澤
寛
陸
）

は
じ
め
に

一
、
御
錐
と
は

ハ
、
小
結
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と
も
と
一

銭
」
と
は

で
は
テ
レ
ビ
稀
組
を
無
に
し
た
「
お
み
く
じ
」
や
ア
イ
ド
ル
・
ア
ニ
メ
の
コ
メ
ン
ト
が
附
さ
れ
た
「
お
み
く
じ
」
な
ど
、
「
仏
意
・

神
愈
」
に
限
ら
な
い
フ
ァ
ン
シ
ー
な
も
の
も
少
な
く
な
い
。

今
で
は
多
極
多
様
に
活
用
さ
れ
て
お
り
‐
当
初
の
目
的
と
は
災
な
る
川
い
ら
れ
方
も
さ
れ
て
い
る
「
お
み
く
じ
」
で
あ
る
が
、
も

と
も
と
「
御
綾
」
と
し
て
成
立
し
た
時
は
ど
の
よ
う
な
意
図
で
川
い
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
中
村
公
一
氏
に
よ
れ
ば
、
「
御

野
出
氏
は 人

川
の
う
か
が
い
知
る
こ
と
の
で
き
な
い
、
あ
る
い
は
通
術
の
理
解
を
超
え
た
き
ま
ざ
ま
な
問
題
に
つ
い
て
の
側
然
（
お
侍

げ
、
啓
示
．
雌
寛
な
ど
）
を
、
も
ろ
も
ろ
の
手
段
に
よ
っ
て
神
的
な
存
征
か
ら
引
き
出
そ
う
と
す
る
試
み

で
あ
り
、
「
磯
」
本
来
の
愈
味
Ⅲ
様
に
、
仏
意
・
神
愈
を
知
る
術
と
し
て
成
嗽
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
日
本
史
上
、
股
も
「
御
鱗
」

が
広
く
活
川
さ
れ
た
の
は
近
世
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
そ
の
近
世
の
「
御
銭
」
に
つ
い
て
御
縦
研
究
の
第
一
人
若
で
あ
っ
た
大

お
み
く
じ
に
側
す
る
史
料
は
興
味
深
い
。
現
代
で
も
お
み
く
じ
は
多
く
の
日
本
人
に
親
し
ま
れ
、
ま
た
日
本
文
化
の
一
つ

と
し
て
海
外
に
紹
介
き
れ
て
い
る
ほ
ど
で
あ
る
が
、
江
戸
時
代
に
あ
っ
て
は
、
現
代
と
は
比
較
に
な
ら
な
い
ほ
ど
、
お
み
く
じ

が
人
々
の
日
常
生
禰
の
中
に
溶
け
込
ん
で
い
た
。
江
戸
時
代
に
は
、
全
て
の
番
号
の
お
み
く
じ
を
一
評
に
ま
と
め
た
御
銭
本
と

呼
ば
れ
る
も
の
が
数
多
く
刊
行
さ
れ
て
い
た
。
（
中
略
）
江
戸
時
代
の
人
々
の
日
常
の
生
活
の
中
に
、
お
み
く
じ
が
如
何
に
幣

接
に
関
わ
っ
て
い
た
か
が
窺
い
知
れ
る
。

現
代
に
較
べ
れ
ば
、
情
報
は
限
ら
れ
、
科
学
的
思
考
も
進
ん
で
い
な
か
っ
た
江
戸
時
代
で
あ
る
。
も
の
ご
と
の
判
断
に
迷
っ

た
時
、
お
み
く
じ
に
よ
っ
て
可
否
を
決
す
る
と
い
う
こ
と
の
意
味
が
、
現
代
と
は
比
較
に
な
ら
な
い
ほ
ど
正
か
つ
た
と
考
え
ら

れ
る
。
か
の
新
井
白
石
で
さ
え
、
む
す
め
の
縁
談
に
際
し
て
、
お
み
く
じ
に
よ
っ
て
可
否
と
決
し
て
い
た
と
い
う
ほ
ど
で
あ
る
。

法
華
御
籔
の
成
立
と
展
開
（
芹
澤
寛
陸
）
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（
満
済
）
仰
せ
の
通
り
を
ば
、
何
様
申
し
聞
か
す
べ
く
候
。
さ
り
な
が
ら
、
何
度
も
こ
の
面
々
は
欺
き
申
し
入
る
べ
き
心
叩

に
候
・
幸
ひ
に
御
述
枝
後
座
候
へ
ば
、
そ
の
内
、
御
器
川
に
就
て
仰
せ
出
る
さ
る
べ
く
候
。
そ
れ
又
英
に
勘
時
流
に
叶
ふ
く

か
ら
ず
候
は
ば
、
御
兄
弟
四
人
の
御
名
字
を
、
八
幡
神
前
に
於
て
、
御
間
を
召
さ
れ
定
め
ら
る
べ
き
欺
。

（
蕊
持
）
然
れ
ば
御
簸
鬮
た
る
べ
し
。

《
肝
ｊ
｝

今
谷
明
『
嬢
引
き
将
軍
足
利
義
教
』
に
よ
る
響
き
下
し

応
永
二
十
五
年
（
一
四
二
八
）
一
月
、
室
町
幕
府
四
代
将
軍
で
あ
っ
た
足
利
義
持
は
死
の
床
に
あ
っ
た
が
、
後
継
を
定
め
ず
に
い
た
。

そ
の
際
に
醍
醐
寺
の
僧
、
満
済
が
諸
大
名
の
意
向
を
受
け
て
、
後
継
を
御
嬢
を
用
い
て
採
用
し
て
は
と
い
う
提
案
を
し
、
義
持
が
了

江
戸
時
代
の
人
々
に
と
っ
て
、
お
み
く
じ
に
対
す
る
依
存
度
、
艫
繊
度
は
、
現
代
よ
り
も
は
る
か
に
大
き
か
っ
た
と
い
う
こ
と

《
５
》

は
側
述
い
の
な
い
こ
と
で
あ
ろ
う
。

と
、
現
代
人
と
は
比
べ
も
の
に
な
ら
な
い
ほ
ど
、
典
蝦
に
、
か
つ
典
剣
に
「
御
蕊
」
を
活
附
し
て
い
た
と
述
べ
て
い
る
。

側
辿
門
下
に
お
い
て
も
、
嫌
々
な
形
で
「
伽
磯
」
の
柵
川
が
な
さ
れ
て
き
た
。
特
に
近
仙
後
期
に
成
立
し
た
「
法
稚
御
縦
」
に
つ

い
て
の
考
察
を
通
じ
て
近
仙
日
通
門
下
の
布
教
の
一
端
を
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
て
い
る
。

仰
通
ヲ
ハ
何
橡
呵
巾
聞
候
．
幸
二
御
連
枝
御
脹
候
ヘ
ハ
典
内
就
御
器
川
可
被
仰
川
候
。
典
又
け
に
、
不
可
叶
時
症
候
荷
“

《

６

御
兄
弟
川
人
御
禍
字
ヲ
於
八
輔
神
前
伽
間
ヲ
メ
サ
レ
可
被
定
欺
川
申
入
腿
。
然
ハ
御
鬮
タ
ル
ヘ
キ
川
被
仰
出
ｒ
。

恢
峨
伽
蕊
の
成
立
と
腱
側
（
芹
潔
寛
隣
）

二
、
近
世
以
前
の
く
じ
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３
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と
し
た
も
の
。
こ
の
錨
に
よ
っ
て
当
時
が
蓮
院
門
跡
で
あ
っ
た
足
利
義
教
が
六
代
将
砿
に
就
任
し
た
と
さ
れ
る
。
将
軍
と
い
う
峨
婆

な
職
を
八
幡
の
神
前
で
選
ぶ
と
い
う
行
為
は
、
先
に
衆
げ
た
よ
う
に
「
通
常
の
理
解
を
超
え
た
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
に
つ
い
て
の
何

答
」
を
得
る
た
め
の
も
の
と
し
て
、
当
時
機
能
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
こ
う
し
た
、
解
決
が
難
し
い
問
題
を
神
仏
に
問
う
と
い

う
行
為
は
Ⅱ
遮
門
下
に
も
存
在
し
て
い
た
。

夫
脅
今
円
頓
之
宗
旨
稀
従
元
師
辿
公
大
士
五
代
之
祖
源
師
、
歳
五
十
・
，
一
、
永
和
四
戊
午
正
月
十
八
辰
刻
、
頓
示
非
滅
現
滅
之
粧

度
之
御
閲
予
以
得
之
、
赦
慰
之
伝
受
難
側
多
冥
臘
非
可
黙
止
、
入
文
室
間
函
底
得

京
郁
妙
顕
寺
館
六
肚
日
舞
聖
人
（
一
・
一
画
九
～
一
四
○
五
）
に
関
す
る
記
述
で
あ
る
第
五
世
の
老
源
和
尚
（
一
三
二
六
～
一
三
七
八
）

が
永
和
四
年
二
三
七
八
）
に
突
如
遷
化
し
た
後
、
後
継
の
貰
首
を
仏
前
に
お
け
る
く
じ
引
き
で
決
め
る
こ
と
と
な
り
、
日
露
（
通

源
）
・
日
実
（
京
郁
妙
覚
寺
開
削
）
日
成
（
妙
覚
寺
）
の
三
人
が
候
補
と
な
っ
た
が
、
三
度
と
も
日
霧
の
希
が
出
た
こ
と
か
ら
、
日

辮
が
批
首
と
な
っ
た
。
そ
の
後
、
Ⅱ
実
Ⅱ
成
は
退
出
し
て
妙
覚
寺
を
創
建
し
、
像
門
初
の
分
流
と
な
っ
た
と
い
う
出
来
事
を
記
録

し
た
も
の
で
あ
る
。
他
宗
に
お
い
て
も
同
様
の
決
定
方
法
が
用
い
ら
れ
て
い
た
か
は
管
見
の
限
り
で
は
あ
る
が
、
確
認
で
き
な
か
っ

た
。
い
ず
れ
に
し
て
も
貰
首
と
い
う
職
の
決
定
に
「
く
じ
」
を
用
い
て
い
た
こ
と
、
そ
の
決
定
に
従
わ
な
い
者
も
い
た
と
い
う
こ
と
、

先
述
の
足
利
義
教
就
任
時
よ
り
も
前
に
「
く
じ
」
が
活
用
さ
れ
て
い
た
と
い
う
事
実
は
興
味
深
い
。

日
隆
躯
人
未
来
遺
言
之
○
（
古
に
又
）

早
口
■
ｑ
、
，
や
ゆ
Ｆ
』
心
Ⅱ
Ⅱ
旧
‐
今
ｂ
Ｐ
二
吟
‐
浄
脾
、

被
仰
下
之
條

給
故
、
御
遺
跡
相
続
之
聯
不
分
明
、
然
間
大
衆
為
検
義
連
署
云
、
得
々
間
品
負
之
儀
、
宣
任
仏
前
御
側
被
貰
筒
云
云
、
然
則
室

各
々
間
品
負
之
儀
、

リ
イ
執
稠
醗
川
Ⅳ
「
１
－
（
，
川
肌

日
隆
聖
人
御
入
滅
已
後
、
於
本
興
寺
能
化
、
七
年
之
間
可
相
待
器
用
之
人
、
但
、
其
中
修
学
者
有
之
、
僧
衆
・
檀
方
以
相
談
合

日
朧
聖
人
御
入
滅
已
後
、
於
本
興
寺
捗

可
定
住
持
者
也
、
若
器
用
之
人
多
者
、

法
峨
御
蕊
の
成
立
と
展
開
（
芹
澤
寛
陸
）

如
京
都
、
於
本
尊
御
前
“
可
取
御
鬮
、
冊
為
後
代
、
被
仰
下
之
処
、
如
件

り

）
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｛
Ⅱ
）

延
寶
七
年
十
月
四
日

近
世
に
入
る
と
、
身
延
山
久
や

を
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、

華
御
嬢
」
成
立
以
前
に
、
日
蓮
函

身
延
山
久
遠

た
い
り

０

宝
徳
三
年
二
″
一
Ⅱ
日
臘
（
花
押
）

宝
徳
三
年
二
四
五
二
に
記
さ
れ
た
と
さ
れ
る
、
日
隆
聖
人
の
世
商
状
の
内
容
。
本
興
寺
能
化
と
し
て
ふ
さ
わ
し
い
人
物
が
椣

数
い
た
と
き
は
京
郁
本
能
寺
の
よ
う
に
、
御
本
蝋
の
御
前
に
て
御
間
を
以
て
決
定
せ
よ
と
あ
る
。
阿
山
一
寺
の
関
係
に
あ
っ
た
と
さ

れ
る
中
で
、
「
御
悩
」
を
川
い
て
住
持
す
な
わ
ち
住
職
を
決
定
す
る
こ
と
も
Ｈ
陸
聖
人
が
容
認
し
て
い
た
こ
と
は
、
興
味
深
い
。
と

川
時
に
、
器
川
の
人
が
現
れ
る
ま
で
七
年
待
っ
て
も
よ
い
と
い
う
言
業
も
、
先
述
し
た
妙
顕
寺
の
分
流
を
踏
ま
え
て
の
も
の
で
あ
っ

た
と
考
え
ら
れ
、
一
致
結
束
す
る
砿
要
性
を
理
解
し
て
い
た
か
ら
こ
そ
の
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

以
上
の
こ
と
よ
り
、
少
な
く
と
も
凹
条
門
流
で
は
、
「
縦
」
に
よ
っ
て
仏
意
を
得
る
と
い
う
行
為
は
容
認
さ
れ
、
活
川
さ
れ
て
い

た
と
い
う
こ
と
が
出
来
る
で
あ
ろ
う
。
参
考
ま
で
に
そ
の
後
の
Ｈ
通
門
下
に
お
け
る
「
く
じ
」
に
よ
る
住
職
決
定
に
つ
い
て
確
認
し

甲
州
身
延
久
遠
寺
後
住
之
儀
、
争
論
を
糺
明
巾
渡
覺

御
噛
家
令
條
十
一

へ へ

中 て前
脳か通

身

渋
雄
御
簸
の
成
血
と
腱
棚
（
芹
綿
寛
隆
）

延
住
持
職
、

寺
で
も
「
く
じ
」
を
用
い
て
住
職
を
決
定
し
て
い
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
し
か
も
、
多
く
の
例

る
よ
う
に
、
「
く
じ
」
を
川
い
て
決
定
す
る
こ
と
が
常
態
化
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
「
法

に
、
日
蓮
門
下
で
ひ
ろ
く
「
く
じ
」
に
よ
っ
て
仏
意
を
得
る
と
い
う
行
為
が
容
認
さ
れ
て
い
た
と
言
う
こ
と
が

如
日
境
、
日
興
日
筵
之
例
、
於
佛
前
取
鬮
可
相
定
．
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内
容
と
し
て
は
、
番
号
、
吉
凶
、
漢
詩
、
漢
詩
の
語
句
の
解
説
、
み
く
じ
全
体
の
迩
味
、
個
々
の
内
容
が
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の

う
ち
、
御
銭
の
中
の
漢
詩
（
五
言
四
句
）
が
平
安
時
代
の
僧
、
元
三
大
師
（
慈
恵
大
師
）
良
源
作
と
言
わ
れ
て
き
た
た
め
に
こ
の
名

が
付
い
た
と
い
わ
れ
て
い
る
が
、
最
近
の
研
究
で
は
中
国
か
ら
伝
来
し
た
「
天
竺
霊
錨
」
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
と
さ
れ
る
。

（
聰
］

先
行
研
究
に
よ
る
と
「
天
竺
霊
鍍
」
の
漢
詩
を
元
・
一
大
師
と
結
び
つ
け
た
の
は
天
海
僧
正
（
慈
眼
大
師
）
と
さ
れ
る
。
天
海
が

「
元
三
大
師
御
銭
」
を
普
及
さ
せ
る
き
っ
か
け
を
作
っ
た
と
い
う
の
が
現
在
の
定
説
と
な
っ
て
い
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
近
世
以
降
、

「
元
三
大
師
御
籔
」
を
題
し
た
瞥
縛
は
多
く
発
行
さ
れ
て
い
る
。

こ
こ
で
、
お
み
く
じ
を
引
く
嫌
式
に
つ
い
て
も
確
認
し
た
い
。
そ
も
そ
も
、
当
初
は
、
現
代
の
よ
う
に
御
蕊
を
紙
片
で
受
け
取
る

と
い
う
様
式
は
存
在
し
て
い
な
か
っ
た
．
雌
も
古
い
様
式
と
さ
れ
て
い
る
の
が

・
伽
侶
が
御
銭
箱
を
振
り
、
伽
磯
竹
を
引
き
川
し
、
出
た
諾
果
を
伝
え
る
と
い
う
も
の

で
あ
る
。
占
い
を
依
頼
す
る
側
は
一
切
関
与
す
る
こ
と
な
く
、
佃
侶
の
手
に
よ
っ
て
結
果
が
も
た
ら
さ
れ
る
。
現
在
も
比
叙
山
の
元

三
大
師
堂
に
こ
の
様
式
が
残
っ
て
い
る
が
、
こ
の
よ
う
な
嫌
式
は
ほ
と
ん
ど
現
存
し
て
い
な
い
。

出
来
る
と
思
わ
れ
る
。

貝
写
真
稜
）

次
に
、
「
法
埖
御
簸
」
成
立
以
前
の
「
仏
教
系
み
く
じ
」
に
つ
い
て
柵
槻
す
る
。
現
在
ま
で
も
、
大
半
の
寺
院
群
で
川
い
ら
れ
て

い
る
御
簸
は
、
近
世
初
猟
に
雅
肌
さ
れ
、
流
行
し
た
元
室
大
師
御
縦
を
ル
ー
ツ
と
し
て
い
る
。
以
下
に
そ
の
一
例
を
挙
げ
る
。
（
次

法
蕪
御
菱
の
成
立
と
腿
開
（
芹
潔
寛
隆
）

三
、
元
三
大
師
御
簸

一M3－



そ
の
後
、
近
世
以
降
、
数
多
く
出
版
さ
れ
て
き
た
「
元
・
一
・
大
師
御
簸
本
」
が
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。
そ
こ
で
は
、
各
脚
が

「
御
淡
本
」
を
持
つ
が
、
「
く
じ
」
を
引
く
の
は
僧
侶
で
あ
り
、
恭
号
を
聞
き
、
自
分
で
調
べ
る
と
い
う
様
式
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ

る
。
そ
れ
は
、
「
御
銭
本
」
が
多
く
の
書
騨
か
ら
出
版
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
初
期
に
出
版
さ
れ
た
「
御
鍍
本
」
に
は
「
御
銭
箱
の
作

り
方
」
が
掲
赦
さ
れ
て
い
な
い
の
に
対
し
て
、
近
世
後
期
に
な
る
と
、
「
御
銭
箱
の
作
り
方
」
が
掲
叔
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
こ
と
か

ら
想
像
で
き
る
ｃ

次
い
で
、
御
縦
箱
を
自
作
し
た
り
、
携
帯
し
な
が
ら
、
間
ら
結
果
を
知
る
と
い
う
様
式
が
誕
生
す
る
。
そ
れ
は
、
一
大
雑
害
』
と

い
う
、
今
で
言
う
「
生
活
百
科
」
の
よ
う
な
譜
物
に
御
嬢
の
項
Ⅱ
が
立
て
ら
れ
て
い
る
こ
と
や
、
挑
帯
用
の
御
裁
箱
が
作
成
さ
れ
て

ｊ
且
奔
ｐ

ロ
グ
Ｅ

〈
Ｐ
ｆ
』
再

ｐ

ｐ
Ｂ
ｂ
Ｂ
■
Ｂ
ｐ
■
Ｊ
Ｂ
Ｂ
Ｔ
ｒ
暉
山
Ｆ
’
曙
Ｆ
Ｉ
Ｉ
ｌ
ｌ
咽
旧
眠
。
■
巳
６
●
０
０
０
い
Ｇ
８
劃
包
矼
ｌ
Ｅ
Ｑ
Ｅ
Ｂ
ｐ
、
ｊ
１
Ｉ

ｒ
僅
填
唾
↑
韓
国
騨
一
惇
○
一
の
⑳

】

。
、
Ｌ
■
苧

法
堆
伽
織
の
成
成
と
股
間
（
芹
樺
寛
隆
）

』

１
１

I

＃
！

写搾
Ｇ
１
リ
ヨ
▽

ｊ

の
陣
マ
⑨
剥

一
自
画
顎

■
毎
Ｆ
１
店
Ｉ
豚
ｒ
１
１
１
１
Ｉ
１
１

ィ 」少！”

写真①芹秘蔵『元三大師御簸』貞 享五ｲ’

F一軍~霧？吉一が』
へ－－－

隠
略
の
入
尽
ム
ソ
参
ア
寺
の
ひ
と
勺

写真〈2 l司上本文
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い
る
こ
と
か
ら
確
認
で
き
る
。

以
上
の
様
式
を
整
理
す
る
と
、
表
①
の
よ
う
に
な
る
と
思
わ
れ
る
。

法
蕪
御
凝
の
成
立
と
展
開
（
芹
澤
寛
陸
）

－－

写真④芹澤蔵「伽神tli｣ (挑榊"I)

一

yj:"(3) 「大雑諜111の御嬢」

IW侶がり|き、水を凡て誠llを伝える （比椴IIIJ症大師‘戦線）

↓
仙侶がりIき、その紺果を升|'|が家に排ち州り納果を糊くる （耐ザのふ伝え粘鼎は後で調べる）

↓ 、｛州がｳIき､紙ﾊ.を慨す
{'1分で引き、各|'1が水で側くる（ 「火維州なと'を州l) (現在、 、11派艮聞寺でⅢいられている）

↓ 竺一
側分で引き，紙片を受け取る（現佃ﾎこの形が1蝋）

ff(I 抑鮫のり|き方の変遷

－1‘i5－



息
心
・
“
金

Ｉ 上
記
の
よ
う
な
、
「
元
三
大
師
御
銭
」
に
対
し
て
作
り
出
さ
れ
た
の
が
「
法
華
御
嬢
」
と
考
え
ら
れ
る
。
諸
本
に
つ
い
て
は
、
か

っ
て
拙
稿
「
法
華
経
御
銭
に
関
す
る
一
考
察
ｌ
新
出
史
料
『
法
華
宗
御
嬢
繪
紗
』
や
拙
著
『
常
在
寺
蔵
法
華
経
伽
間
霊
感
銭
」
で
述

べ
た
の
で
、
詳
し
く
は
そ
ち
ら
を
参
照
預
き
た
い
。

r醍 琴－－q－1

ｉ

壷
琴
函
一
一

嘩
三

国
■
ｙ
７
Ｌ
Ｉ
Ｉ
ｒ
侭
陪
ｒ
昌
巳
Ｂ
６
ｒ
■
■
８
口
Ｉ
■
Ｅ
■
・
劇
型
”
雷
Ｐ
。
■

法
縦
御
蕊
の
成
厳
と
展
冊
（
芹
澤
寛
幟
）

四
、
法
華
御
蕊

I

ゴ

判 哲

函1

1
可

！
晒

I

N p
写真⑤芹澤蔵『法華宗御鬮繪紗』

一
、
『
法
華
宗
御
鬮
諭
紗
』

文
化
十
四
年
十
二
月
（
一
八
一
八
年
一
月
）
に
二
都
書
林
か
ら

発
行
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
京
都
・
大
阪
・
江
戸
の
書
雛
が
名
を

連
ね
て
い
る
。
全
一
巻
か
ら
成
り
、
序
文
は
谷
中
宗
林
寺
第
二
○

世
龍
進
院
日
行
、
飯
文
は
浅
草
田
甫
幸
龍
寺
第
十
八
世
祥
趣
院
日

選
に
よ
る
。
阿
寺
と
も
本
国
寺
末
頭
録
所
三
ケ
寺
の
一
つ
で
あ
り
、

江
戸
を
代
表
す
る
日
蓮
宗
寺
院
。

法
華
と
名
の
付
く
簸
も
初
期
の
御
嬢
本
。
特
徴
を
挙
げ
る
と
、

・
法
華
と
名
が
付
く
も
の
の
、
用
い
て
い
る
御
銭
は
百
銭
、
す

な
わ
ち
観
音
蕊
で
あ
り
元
二
大
師
御
簸
で
あ
る
こ
と

・
江
戸
利
益
感
晦
諸
佛
神
廻
等
、
日
蓮
門
下
全
体
に
亘
る
内
容

－146－



中
老
側
の
順
列
お
よ
び
肩
書
き
に
つ
い
て
、
『
法
華
宗
御
間
繪
紗
」
に
つ
い
て
は
他
の
文
献
と
異
な
る
こ
と

特
に
特
に
側
辨
聖
人
、
日
法
聖
人
の
肩
書
き
が
法
華
宗
寺
院
開
山
に
な
っ
て
い
る
点
、
天
日
聖
人
が
品
川
妙
国
寺
（
現
、
天
妙
国

寺
）
祖
と
さ
れ
て
い
る
点
な
ど
、
勝
劣
派
の
意
見
が
取
り
入
れ
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
よ
う
。

冷’馬邸

で
あ
る
こ
と

法
華
御
薙
の
成
立
と
展
開
（
芹
溺
寛
隆
）

､

§可き
A

､P 可

岸

写真⑥｜｢大埆補法縦絲御l削霊態薙」は全三冊

二
、
『
法
雌
経
御
側
感
幽
簸
」

『
法
縦
維
御
側
雛
感
磯
」
賊
文
に
「
天
保
癸
巳
（
天
保
四
年
二
八

三
三
こ
と
あ
る
こ
と
か
ら
「
法
華
張
御
側
納
妙
』
後
、
『
法
華
経
御

悩
盤
感
鍛
』
前
の
成
立
．
特
徴
と
し
て
は

．
『
法
兼
経
』
の
経
文
を
「
元
・
・
一
大
師
御
縦
」
の
漢
時
の
代
わ
り
に

玉
、
『
法
唯
経
御
側
霊
感
戯
』

備
在
寺
所
蔵
水
は
平
楽
寺
譜
店
細
樹
部
編
昭
和
改
版
（
側
宗
七
百

年
記
念
改
版
）
で
あ
り
、
底
本
は
文
久
元
年
二
八
六
二
に
刊
行

さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
特
徴
と
し
て
は

・
御
銃
と
直
接
関
係
な
い
内
容
を
網
羅
し
て
い
る
こ
と

が
準
げ
ら
れ
る
。

採
川

－147－



全
側
器
地
の
縦
像
や
御
適
文
、
論
旨
、
先
師
御
影
、
日
遡
大
聖
人
年
識
、
紺
圃
本
山
明
覚
、
生
活
の
知
忠
な
ど
が
掲
戦
さ
れ
て
い
る
。

法
稚
御
篭
の
成
立
と
腱
間
（
芹
深
寛
隆
）

近
代
以
降

側
、
『
妙
さ

弓
妙
宗
御
間
諭
抄
，

型

小ぞ

写真⑦I§l会ixIMW"
搬文（部分）

一
竿
鑿
羅
鋤
溌
響
ｉ
鐙
蕊
《
聯
蕊
瞬

｢妙旅御|削納紗l炎胆および

－148面

増
補
伽
雪
函
埋
御
斜
剛
園
《
函
《
翠
今

訂
エ

ｌ

■

■

Ｉ

■

■

Ⅱ

Ⅱ

■

Ⅱ

Ⅱ

６

０

油

Ⅱ

Ⅱ

■

■

Ⅱ

０

凸

０

■

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

ｆ

ｌ

Ｉ

■

ｌ

０

Ｌ

９

■

１

１

０

８

８

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

１

１

Ⅱ

０

１

ｒ

ｌ

Ｌ

Ｉ

Ｉ

６

０

Ⅱ

Ⅱ

？

’

１

Ⅲ

引

即

ｌ

ｒ

小

４

０

７

１

１

ｈ

日

Ｊ

１

，

Ｍ

ｌ

ｌ

川

川

１

１

１

１

吋

Ⅲ

Ｎ

ｌ

尖
補
正
二
軒
目
燈
趣
簿
石
井
宣
應
校
訂

■

亀



、
圷
髄
池
校
訂
、
（
弧
服
腿
）
北
冊
茂
兵
術
発
行
、
三
村
Ⅱ
修
（
Ⅲ
迦
溌
祷
災
〉
題
辞
で
あ
る
ｃ
特
徴
と
し
て
は

・
磯
本
体
は
百
縦
、
す
な
わ
ち
槻
沓
縦
で
あ
り
元
、
一
・
大
師
伽
磯
を
川
い
て
い
る
こ
と

が
雑
げ
ら
れ
る
。
そ
れ
ま
で
鴫
わ
れ
た
「
法
蛎
維
御
嬢
」
の
流
れ
と
は
汎
な
る
愈
図
が
あ
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
が
、
腓
細
は
不

明
で
あ
る
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
「
元
三
大
師
伽
簸
」
と
異
な
り
、
一
・
・
冊
い
と
ま
と
め
で
、
佃
侶
の
手
引
き
も
雑
ね
た
井
物
で
あ
っ
た
と
砦
え
ら

れ
る
。

」
I

法
堆
御
簸
の
成
立
と
展
開
（
芹
澤
寛
賎
）

Q

l

ー

－

１
１

口
写真⑧芹澤戯『通俗絵抄法堆経illl

圃感卿蝿Iﾘ1論四二ｲI畠発行

－1‘19－

イ
凸
創
印
他
軒
由
や
～
為
・
し
十
＄
此
’
一
Ｐ
Ａ

－
法
華
經
御
鬮
感
應
蕊
金

蝿
蹴輸

那俗鐘 吉_E天一審＝葱

避
剰
醸
吾
卸
狐
躰
猷
が
犀
簸
鯉
鞁
鰹
の
齢
鋺
晩

和
も
て
”
職
燈
軒
騨
上
、
華
し

卜
↓
．
４
４
■
■
ｐ
ｆ
９
４
４
。
ｂ
４
ａ
ｐ
８
１
６

で
ご
師
部
唾
罪
ｋ
靴
い
郵
証
武
徳
邸

し
嘩
那
寸
凸
が
な
り

檸
謬
織
織

●
８
■
●
●
＆
●
世
《
可
時
ひ
旦

耗
序
愚
鋪
一

、
詠
墨
種
Ｌ
心
＄
郡
師
＄
も

ゆ
４
８

断
騨
必

岳団

陣＝nW
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１

１

“

ｊ

１

１

’

’

１

１

１

１

１

１

１

１

１

８

０

４

１

■

Ｏ

ｄ

０

ｊ

日

日

Ⅱ

■

■

■

０

９

１
１
１

以
ｋ
の
よ
う
に
、
細
々
と
で
は
あ
る
が
現
代
ま
で
「
法
華
御
磯
」
は
用
い
ら
れ
て
き
た
。
で
は
あ
る
が
、
門
下
も
含
め
圧
倒
的
に

六
、
そ
の
他

紙
片
と
し
て
の
法
華
御
銭

派
、
『
通
俗
絵
抄
法
華
経
御
鬮
感
腫
簸
』

内
容
と
し
て
は
『
法
華
経
御
圃
感
腫
銭
』
を
活
字
化
し
た
も
の
。

｢麺一詞 I¥~r 四鋪
此
み
く
じ
の
心
は
人
の
毒
命
の
斑
郵
職
人
は
か
り

Ｌ
り
が
た
き
も
め
た
り
た
と
え
た
ん
め
い
詮
ろ
人

に
て
も
鞭
鞍
の
“
ぷ
か
け
れ
ば
榔
幹
も
睡
ご
Ｌ
韮

い
て
弾
命
を
の
べ
鵺
隈
醐
曄
の
瀦
徳
も
僻
轆
侭
Ｌ

て
手
悪
艇
久
を
る
ぺ
し
打
率
も
大
背
を
れ
ど
も
鋼

■

・

色

の
鰹
に
あ
た
り
た
れ
ば
家
内
侭
痢
人
た
え
ず
し
ん

腱
降
吟
除
脆
隅
藤
障
幡
彫
勵
秘
び
斯
く
し

じ
ゃ
み
生
う
じ

辮
諭
撫

以
感
．
衆

し
よ
う
ぽ
う
ぽ
い

正
法
惰

さ
９
窪
う
ぷ

像
法
復

五
「
法
華
御
蕊
」
成
立
に
つ
い
て

法
華
御
銭
の
成
立
と
展
開
（
芹
澤
寛
陸
）

う
り
《
よ
今

有
碓

じ
よ
う
＆

趣
織

幟
・
鋤
』

一

軍
生

耗璃舞遠
錘焦R作

錦
巴

鰍持戻脚帯血
狩人鱗■魂翅

心
よ
う
じ
字
す
べ
し
＊
卿

箪
犬
甫
韓
諜
識
哨
ｆ

“
輝
く
龍
し
健
今
ず
ぃ
哩

迩
考
導
他
ど
も
幼
そ
し

基
ｂ
ｐ
晒
し
や
垂
い
を
つ

む
じ
む
ま
Ｌ
全
快
の
上
鴨

ず
ぺ
し
；

腓
ｗ
お
り
つ
＆
ぬ
入
越
湘

俸
打
電
し

め
烏
ぞ
い
ｔ
ぜ
つ
獅
率
艶

歴
訓
鐸
し
み
つ
か
い
普
毎

て
よ
し

等
ゆ
り
芯
く
竃
の
方
ｂ
に

宝
恥
盆
Ｗ

ｆ

邨
口
の

大
鵯
靴
ぜ
う
乙
官
趣
畦
酬

９

蝿
令
将
乙
・

哩
避
姐
滝
灯
る
し

錘
か
武
鵬
尽
払
で

写真⑨鷲山寺蔵「法華御擬紙片」

写真⑩長國寺にて現在用いられて

いる御錨
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第一番 大上吉

上
ｋ
ｐ
ｂ
＄
い
且
▼
異
‐
Ｌ
に
卜
ｂ
肥
Ⅱ
齢
此
叩
ｒ
１
，
，
，
晏
乳
亡
房
屋
財
に
二
呼
応
邑
尽
怖

凸
■
Ｕ
■
０
１
勺
Ⅱ
。
■
１
″
’
ｄ
日
日
■
■

・
Ｈ
０
ｂ
ｇ
Ｏ
０
■
１
１
■
“
日
日
４
日
１
可

訓
凱
飢
凸
斗
八
肥
ｗ
た
れ
ど
平
人
腱
唯
奥
迦
て
卸
っ
て
巴
し
睦
痘
身
を
僕
め
ェ
と
屍

，
や
佃
‐
や
郷
ゆ
で
刀
率
化
領
光
伽
心
兆
も
ぺ
し
ぃ
Ⅲ
川
帖
１
砿
叶
非
犯
吋
○
病
人

§
《
酬
守
膠
凸
炎
訓
く
く
し
◎
峨
風
唯
良
し
く
。
待
人
唯
来
る
べ
し
○
失

せ
輪
胆
早
く
面
の
刀
斐
技
せ
躯
出
る
事
あ
る
べ
し
○
公
事
錦
詮
鯵
国
画
か
ら
れ
唯

見
台
す
べ
Ｌ
３
・
胸
Ｅ
に
鐸
ｒ
５
蛎
派
・
心
○
爽
句
子
輔
畠

退
座
・
一
面
』

て
一
脚
が
舞
前
客
現
な
正
麺
に
重

し
礼
押
十
る
な
な
り

各
礼
《
仏
足
↑

心
け
た
鬼
児
翻
申
屈
協
、
創
廊
巳

祭
り
冠
韓
尾
を
奉
欺
し
て
。
■
し

経
序
品
第
一

で
。
爽
拒
化
・
沖
拒
＃
珂
順
心
も

の
上
ず

妙
法
蓮
華

Ｂ

Ｂ

Ｌ

Ｆ

ｂ

ｐ

ｑ

Ｐ

』

■

．

Ｌ

夕

・

Ｂ

４

単

・

ゆ

Ｐ

ｈ

Ｆ

ｐ

ｐ

・

や

。

。

■

令
切
．
〃
伝
醒
■
ザ
釘
’
４
４
可
■
■
ロ
凸
．
０
１
Ｊ
■
ペ
ケ
処
厘
睡
の
簾
一
世
何
主
ら
垂



多
数
の
寺
院
で
用
い
ら
れ
て
い
る
の
は
「
元
室
大
師
御
磯
」
で
あ
る
こ
と
は
Ⅲ
速
い
な
い
。
で
は
、
そ
も
そ
も
「
法
薙
御
嬢
」
を
新

た
に
作
り
出
そ
う
と
し
た
動
機
は
一
体
何
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
こ
こ
で
参
考
に
な
る
の
が
、
明
治
以
降
の
和
歌
御
簸
の
成
立
で

あ
る
。
明
治
元
年
の
神
仏
分
離
令
を
受
け
て
、
そ
れ
ま
で
寺
院
と
同
じ
く
「
元
三
大
師
御
蕊
」
を
用
い
て
い
た
神
社
も
多
か
っ
た
が
、

明
治
維
新
を
機
に
神
社
は
神
社
の
神
の
お
告
げ
と
し
て
の
和
歌
を
用
い
た
お
み
く
じ
を
創
ろ
う
と
い
う
機
運
が
起
こ
っ
た
の
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
「
元
三
大
師
御
鍍
」
と
い
う
対
象
が
あ
っ
て
、
そ
れ
と
異
な
る
オ
リ
ジ
ナ
ル
を
創
り
出
す
機
運
が
和
歌
み
く
じ
よ
り
も
前

に
「
法
華
御
銭
」
で
存
在
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
で
は
そ
の
動
機
と
し
て
考
え
ら
れ
る
も
の
は
何
か
、
筆
者
は
以
下

の
四
つ
の
可
能
性
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

一
、
対
天
台
の
意
識

近
世
以
前
も
洛
中
法
華
と
叡
山
の
間
で
の
対
立
や
「
法
華
宗
」
の
宗
名
を
め
ぐ
る
争
い
が
あ
っ
た
こ
と
は
周
知
の
通
り
で
あ
ろ
う
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
日
遡
門
下
に
は
そ
も
そ
も
天
台
宗
と
は
異
な
る
の
だ
と
い
う
愈
識
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
は
川
述
い
な
い
。
そ
の

上
で
、
「
元
二
大
師
伽
簸
」
は
天
台
宗
の
天
海
仙
服
が
弘
め
た
と
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
．
天
海
ゆ
か
り
の
寺
院
で
あ
る
寛
永
寺
や
、

江
戸
期
に
隆
盛
を
誇
っ
て
い
た
浅
革
寺
な
ど
、
多
く
の
寺
院
で
川
い
ら
れ
、
か
つ
臓
民
も
ま
た
「
元
衰
人
師
御
嬢
」
を
手
に
し
て
肖

身
の
運
勢
や
生
活
の
参
考
に
し
て
い
た
。
そ
の
状
況
に
あ
っ
て
、
尺
台
と
の
柑
述
を
葱
撤
す
る
寺
院
や
住
戦
の
手
に
よ
っ
て
「
法
碓

御
縦
」
が
生
み
出
さ
れ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

先
に
挙
げ
た
『
法
華
宗
御
剛
繪
妙
」
の
賊
文
を
沓
い
た
浅
草
幸
龍
寺
や
、
鷲
大
明
神
を
褐
紋
し
て
い
る
当
宗
長
國
寺
を
は
じ
め
、

多
く
の
日
蓮
門
下
の
寺
院
が
浅
草
周
辺
に
あ
っ
た
（
写
其
⑪
参
照
）
が
、
当
時
浅
草
の
中
心
で
あ
っ
た
浅
草
寺
の
存
在
は
、
規
模
の

違
い
も
あ
り
、
と
も
す
れ
ば
埋
没
し
か
ね
な
い
所
に
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
う
し
た
地
理
的
状
況
か
ら
、
少
し
で
も
他
と
の
柵

法
華
御
蒙
の
成
立
と
展
間
（
芹
澤
寛
隆
）
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法
輔
伽
簸
の
成
仏
と
腱
側
（
序
潔
寛
磯
）

11】

写奥⑪国会図普館蔵「[fl:戸切絵図).今戸施枯洩草絵図」（部分、椛者加樅）
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一
一
、
江
戸
に
お
け
る
法
華
信
仰
の
存
在

巧

｝

望
月
真
澄
氏
が
『
江
戸
の
法
華
信
仰
」
中
で
述
べ
て
い
る
が
、
当
時
各
地
に
あ
っ
た
離
中
や
川
開
帳
江
戸
各
地
に
あ
っ
た
弧
師

像
、
祖
師
信
仰
、
守
護
神
信
仰
を
通
し
て
、
椴
家
制
庇
に
と
ら
わ
れ
な
い
一
代
法
雌
や
巡
拝
僻
仰
が
磯
ん
で
あ
っ
た
。
そ
の
中
で
、

Ⅱ
常
生
活
に
ま
で
信
仰
を
取
り
入
れ
る
こ
と
の
で
き
る
「
御
鐡
」
は
格
好
の
シ
ー
ル
で
あ
り
、
他
宗
と
の
棚
述
を
明
確
に
で
き
る
も

の
、
参
詣
箭
を
集
め
る
の
に
格
好
の
題
材
で
あ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

述
点
を
作
り
出
す
た
め
に
考
案
さ
れ
た
の
が
「
法
華
御
蕊
」
で
あ
っ
た
と
は
考
え
ら
れ
な
い
だ
ろ
う
か
。

・
・
司
法
雌
宗
の
要
附

拙
橘
聯
で
述
べ
た
こ
と
で
は
あ
る
が
、
災
閥
寺
は
か
つ
て
東
叡
山
す
な
わ
ち
寛
永
寺
縦
で
あ
っ
た
。
。
先
に
述
べ
た
よ
う
に
『
元

急
大
師
伽
蕊
』
の
勝
及
に
は
天
海
が
大
き
く
側
わ
っ
て
い
た
と
さ
れ
て
い
る
．
ま
た
寛
永
寺
は
犬
海
に
よ
っ
て
Ⅲ
刺
さ
れ
た
寺
院
で

あ
り
、
江
戸
に
お
け
る
天
台
宗
の
一
大
拠
点
で
あ
っ
た
。
そ
の
境
内
地
に
あ
り
、
天
台
と
の
相
述
を
明
ら
か
に
す
る
必
要
性
を
股
も

求
め
ら
れ
て
い
た
の
が
長
閥
寺
で
あ
り
、
浅
蛾
寺
と
の
相
述
を
必
要
と
し
た
幸
剛
寺
等
Ⅱ
巡
門
ド
の
寺
院
と
と
も
に
、
「
法
飛
御

鐡
」
を
唯
み
出
す
必
喪
性
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
そ
の
上
で
‘
叫
糸
は
当
艤
で
Ⅷ
一
致
派
と
の
机
述
も
作
り
出
す
必
要

が
あ
り
、
そ
の
中
で
本
山
開
韮
で
あ
る
Ｈ
辨
型
人
、
日
法
聖
人
の
肺
沸
き
を
法
推
宗
添
門
史
に
雄
づ
い
た
記
述
と
す
る
な
ど
、
一
定

の
影
響
力
が
あ
っ
た
と
琴
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

法
華
御
銭
の
成
立
と
展
開
（
芹
澤
寛
陸
）

－1識一



当
時
の
心
学
脅
で
御
磯
を
用
い
た
処
世
を
税
い
て
い
る
人
物
に
脇
坂
幾
世
（
？
～
一
八
一
八
）
が
い
る
。
脇
坂
は
江
戸
石
川
脇
に

あ
っ
た
加
役
方
人
足
寄
場
教
師
と
し
て
江
戸
で
救
鞭
を
執
る
と
と
も
に
多
く
の
門
人
を
育
成
し
て
い
た
。
こ
の
脇
坂
の
兄
弟
子
で
加

役
方
人
足
奇
場
開
股
時
の
牧
師
を
勤
め
て
い
た
人
物
に
中
沢
道
二
（
・
七
二
班
～
一
八
○
三
）
が
い
る
。
彼
は
手
烏
堵
唯
に
心
学
を

学
ん
だ
後
、
江
戸
に
下
り
、
心
学
を
弘
め
た
と
。
α
わ
れ
て
い
る
。
中
沢
の
門
人
に
は
時
の
老
中
松
平
定
侭
な
ど
大
必
も
多
く
、
先
に

挙
げ
た
加
役
方
人
足
寄
場
で
は
教
諭
方
と
な
り
、
鴨
罪
人
・
胤
犯
粁
述
の
脚
立
支
援
に
勤
め
た
人
物
で
あ
る
。
こ
の
加
役
方
人
足
瀞

場
の
開
設
に
尽
力
し
た
の
が
長
谷
川
宣
以
（
平
蔵
）
二
七
側
五
年
～
一
七
九
五
年
）
で
あ
る
。
こ
の
中
沢
と
焚
谷
川
平
蔵
は
そ
れ
ぞ

れ
法
華
宗
妙
癖
寺
（
当
時
深
川
猿
江
、
現
在
世
川
谷
区
烏
山
）
、
日
蓮
宗
戒
行
寺
（
新
宿
区
須
賀
町
）
に
墓
地
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
法
華

結
び
つ
け
る
こ
と
で
、
一

の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

四
、
倫
理
的
処
世
訓
と
信
仰
の
結
び
つ
け

大
野
出
氏
の
研
究
に
よ
れ
ば
、
『
元
三
大
師
御
銭
』
中
の
注
解
に
は
「
正
直
」
や
「
倹
約
」
「
堪
忍
」
「
辛
抱
」
「
忠
義
」
と
い
っ
た
、

倫
理
的
処
世
訓
が
多
く
示
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
対
し
て
一
法
乖
宗
御
間
繪
妙
』
『
大
蝋
補
法
華
経
御
闘
霊
感
義
一
の
注
記
や
解

説
に
み
ら
れ
る
倫
理
的
処
世
訓
は
神
仏
へ
の
信
仰
が
大
前
提
で
あ
り
、
上
記
の
よ
う
な
表
現
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。
「
法
華
御
嬢
」
成

立
当
時
は
心
学
が
盛
ん
で
あ
り
、
そ
の
中
で
は
「
倫
理
的
処
世
訓
」
が
税
か
れ
て
い
た
。
そ
の
「
倫
理
的
処
枇
訓
」
と
「
偏
仰
」
を

結
び
つ
け
る
こ
と
で
、
「
元
三
大
師
御
銭
』
と
の
棚
述
性
を
生
み
川
す
と
と
も
に
、
法
蛎
侭
仰
を
強
め
た
い
と
い
う
意
識
が
あ
っ
た

写
真
⑫
長
國
寺
蔵
長
國
寺
境
内
図
（
部
分
）

誉
礎
側
魚
駁
少
鎮

法
蕪
伽
蕊
の
成
立
と
腱
淵
（
芹
瀞
寛
隙
）富

掛
湯
畢
‐
愈
池

嘘
側
些
蕊
（
側
輝
３

廠
磁
勢
↑
才
激
溌
墨
陣
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日蓮門下

翻壷への寛容性〈一致・麗劣問わず）

元三大師御篭
法
華
御
蕊
の
成
立
と
展
開
（
芹
澤
寛
陸
）

中世

天海僧正による倒置

活用と隆盛（盤本成立】
天海僧正による御董
活用と隆盛（銘木成立）

近世初讃～
対天台への息凝
圏劣涙寺暁を中心とする
江戸寺蹟の要笛

とする

、、 ｜|／

ｌ
△

！
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Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｆ
Ｉ
▼
＃
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ｆ
Ｏ
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｢法華宗例囲鯖紗’

『法董霞劃幽感属置I

『法葦母御圏宜感董I

文化年周

天保年周

文久年間

略治期

現代

炎②みくじの鵬IHI
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本
稿
は
法
雌
コ
モ
ン
ズ
令
和
四
年
前
期
「
法
華
仏
教
講
座
」
に
て
発
表
し
た
も
の
を
坐
と
し
て
い
る
。
発
表
の
機
会
を
与
え
て
く

だ
さ
っ
た
上
、
そ
の
内
容
を
『
桂
林
学
叢
」
へ
掲
赦
す
る
こ
と
を
快
く
了
承
く
だ
さ
っ
た
法
華
コ
モ
ン
ズ
学
林
長
布
施
義
高
先
生
は

水
稲
で
は
「
法
雑
御
戯
」
の
成
虻
と
腱
開
に
つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
収
架
し
て
き
た
史
料
や
周
辺
状
況
か
ら
、
考
察
を
試
み
た
。
之

ま
で
述
べ
て
き
た
が
「
法
雌
御
簸
」
成
立
に
は
当
宗
を
は
じ
め
と
す
る
勝
劣
派
が
少
な
か
ら
ず
関
与
し
て
い
る
可
能
性
を
よ
り
深
め

る
こ
と
が
で
き
た
と
考
え
て
い
る
。
そ
も
そ
も
御
媛
は
い
わ
ゆ
る
思
想
家
の
手
に
よ
る
も
の
で
は
な
い
た
め
に
、
史
料
的
価
値
は
一

段
低
く
兄
ら
れ
る
傾
向
が
あ
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
で
は
あ
る
が
、
「
法
莱
御
蕊
」
を
考
察
す
る
こ
と
は
そ
の
ま
ま
先
師
の
危
機

感
や
愈
識
を
兄
い
だ
す
事
に
つ
な
が
り
、
延
い
て
は
法
唯
宗
の
布
教
の
歴
史
を
知
る
手
が
か
り
と
も
な
り
得
る
も
の
で
あ
る
と
考
え

て
い
る
。
今
後
は
引
き
続
き
史
料
収
熊
に
つ
と
め
な
が
ら
、
今
回
提
示
し
た
「
法
帷
御
銭
」
成
立
の
動
擬
の
解
明
を
進
め
て
い
き
た

い
。

佃
稀
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
想
像
の
域
を
出
な
い
が
中
沢
や
脇
坂
に
よ
っ
て
心
学
に
お
け
る
処
世
を
法
縦
に
応
川
す
る
下
地
が

す
で
に
存
征
し
て
お
り
、
本
来
心
学
に
は
組
み
込
ま
れ
な
い
「
御
嬢
」
の
受
容
が
そ
れ
を
さ
ら
に
発
鵬
さ
せ
、
「
侭
仰
」
を
大
前
提

と
す
る
「
法
帷
御
磯
」
を
生
み
川
す
土
塊
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る

ろ
う
か
。

仏
だ
雑
ぱ
く
で
は
あ
る
が
、
「
法
堆
御
錐
」
の
成
立
と
腱
Ⅲ
に
つ
い
て
雛
理
す
る
と
前
例
の
よ
う
に
幣
理
で
き
る
の
で
は
な
い
だ

法
飛
脚
蕊
の
成
立
と
腱
Ⅲ
（
芹
測
寛
隆
）

一

ノ、
､

小
結
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じ
め
会
貝
各
位
に
深
く
感
謝
申
し
上
げ
る
。

へへへへ

哩磐u四頁
（
１
）
芹
淵
寛
隙
糊
「
粥
椛
が
蔵
法
峨
綴
御
悩
霊
感
磯
」
砿
鷲
山
常
伍
寺
ｆ
成
宝
八
年

（
２
）
芹
深
寛
陸
稲
「
法
稚
絲
御
縦
に
関
す
る
一
考
察
ｌ
祈
出
史
料
「
法
糀
宗
御
燗
絢
妙
』
を
手
が
か
り
に
ｌ
」
『
椎
林
学
擬
』
第
三
○
号
、

法
華
宗
教
学
研
究
所
、
令
和
元
年
、
一
汎
一
～
一
六
九
頁

（
３
）
新
村
出
編
『
広
辞
苑
』
第
六
版
平
成
二
十
年
七
九
二
頁

（
４
）
中
村
公
一
著
。
番
大
吉
！
お
み
く
じ
の
フ
ォ
ー
ク
ロ
こ
大
修
館
書
店
、
平
成
Ⅲ
年
、
一
九
頁

（
５
）
大
野
出
著
『
元
言
大
師
御
簸
木
の
研
究
垂
お
み
く
じ
を
読
み
解
く
』
思
文
開
出
版
、
平
成
型
年
、
七
頁

（
６
）
一
読
群
書
類
従
』
補
遺
一
『
満
済
准
后
日
記
」
続
群
書
類
従
完
成
会
、
昭
和
三
二
年
、
四
七
七
頁

（
７
）
今
谷
明
著
『
蕊
引
き
将
飛
足
利
義
教
』
誰
談
社
、
平
成
一
五
年

（
８
）
「
建
内
記
』
に
は
満
済
の
提
案
で
は
な
く
、
義
持
自
身
が
御
銭
を
川
い
る
と
い
う
決
断
を
し
た
と
い
う
記
述
が
あ
り
、
今
谷
氏
は
認

内
記
」
の
紀
述
が
真
実
で
あ
ろ
う
と
し
て
い
る
。

（
９
）
立
正
大
学
ｎ
通
数
学
研
究
所
糊
。
『
Ⅱ
迩
宗
溌
学
令
井
」
卜
八
巻
、
Ⅱ
蓮
宗
宗
学
全
井
刊
行
会
、
昭
Ⅲ
・
・
凶
年
『
竜
推
秘
諜
」
六
十
二

駐

法
鞭
御
籔
の
成
立
と
腱
側
（
芹
浮
斑
隆
）

国
立
国
会
図
瞥
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
一
妙
宗
伽
間
鞘
抄
』
三
ｓ
》
豈
昌
・
昌
眉
旦
亘
冒
昏
皀
島
頁
冨
ミ
ヨ
ｇ
震

「
本
能
等
史
料
」

「
古
珊
斌
苑
』
一

大
野
氏
前
掲
芥
」
二
’
四
口

き
－
ｓ
、
求
教
部
一

『
伽
備
家
令
陳
十
こ
古
川
弘
文
館
、
八
四
庇
興
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、
琶
一
昼
、
』
噌
錘
争
い
今
唾

（
喝
）
望
月
典
溌
李

望
月
典
澄
蕃

（
Ｍ
）
脚
立
側
会
間
諜
航
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
「
〔
江
戸
切
絵
間
〕
今
戸
範
袷
浅
草
絵
図
」
（
部
分
）
）
三
ｓ
罪
ご
全
．
己
庸
旦
亘
冒
す
昌
言

法
嫡
御
畿
の
成
世
と
展
側
（
芹
淵
寛
隆
）

『
江
戸
の
法
蕪
侭
仰
」
圃
沓
刊
行
会
、
平
成
二
七
年
参
照
の
こ
と
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